
かながわ子ども虐待予防研究会 研修

講師 中板 育美 氏 （武蔵野大学教授）

令和２年

会 場

定 員

１月２５日 13：00～16：00
（受付１２時３０分～）

波止場会館５階多目的ホール
横浜市中区海岸通１丁目１
みなとみらい線日本大通り駅下車徒歩５分
ＪＲ根岸線関内駅下車徒歩１５分
１００人（申込先着順）

参加費 会員２,０００円・非会員４,０００円

ホームページからお申込みください
研究会ＨＰ：https://kanaphncap.jp

申込受付期間 令和元年１２月２日～令和２年１月１１日

土



講師紹介 中板 育美 氏 Ikumi Nakaita

設立趣旨
児童虐待予防・早期発見に携わる保健師等看護職を中心に、自主的な学
習会を開催し、子ども虐待対応にかかわる実践力をあげ、予防的支援の
充実を図りたいと考え本研究会を立ち上げました。
会の運営は会費と寄付で賄います。多くの方の入会をお待ちしておりま
す。

会長 大場エミ（元横浜市保健師）
事務局 神奈川県立保健福祉大学看護学科 北岡研究室

3,000円年会費申し込み・問い合わせ

ホームページからお申込みください
研究会HP：https://kanaphncap.jp

1989年に東京都に保健師として入都。約10年間、東京都多摩地区の保健所や
市役所等で保健活動に没頭。1998年に、国立公衆衛生院（専攻課程）に入学し、
翌年終了。2004年から2012年まで、国立保健医療科学院（上席主任研究官）
にて研究および現任教育を通じて実践現場の人材育成にかかわる。2012年から
2018年まで公益社団法人日本看護協会常任理事にて、保健師活動、児童虐待、
人材育成に注力。2018年より、現職。
著書に『周産期からの子ども虐待予防・ケア』（明石書店）、『保健師のためのデータ
活用ブック』（東京図書）がある。


